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八
戸
地
域
防
災
協
会

会
　長
　大
　黒
　裕
　明

ご

　挨

　拶

　
防
災
だ
よ
り
第
15
号
を
お
届
け
し
ま

す
。

　
こ
の
夏
は
、
三
社
大
祭
の
頃
を
中
心
に

八
戸
地
域
で
も
35
度
を
超
す
猛
暑
日
が
幾

日
か
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は

体
調
を
崩
さ
れ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
幸
い
な
こ
と
に
そ
の

暑
さ
も
お
盆
を
境
に
め
っ
き
り
和
ら
ぎ
最

近
で
は
明
け
方
に
冷
え
込
み
を
感
じ
る
ほ

ど
に
な
り
、
ま
ず
は
一
段
落
で
す
が
、
西

の
方
で
は
残
暑
が
続
き
、
そ
れ
ば
か
り
か

竜
巻
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
そ
う
で
驚
か

さ
れ
ま
す
。
や
は
り
異
常
気
象
で
し
ょ
う

か
。
最
近
は
こ
の
話
を
す
る
と
何
で
も

「
地
球
温
暖
化
の
せ
い
」
と
一
言
で
片
づ

け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
で
も
地
球
が

温
暖
に
な
る
と
な
ぜ
八
戸
ま
で
が
猛
暑
に

襲
わ
れ
る
の
か
、
な
ぜ
竜
巻
が
起
こ
る
の

か
、
あ
る
い
は
こ
こ
数
年
の
例
の
よ
う
に

台
風
が
南
シ
ナ
海
や
日
本
海
を
通
り
抜
け

て
中
国
ま
で
行
く
の
か
、
私
に
は
ど
う
も

理
解
が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
最
近
は
地

震
や
火
山
の
活
動
も
激
し
く
注
意
報
や
警

報
が
い
つ
出
る
の
か
と
不
安
が
募
り
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
地
震
や
火
山
が
ど
の
よ
う

に
観
測
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
す

ら
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。
私
の
不
勉
強
の
せ
い
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
研
究
の
進
歩

が
速
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当

会
で
は
そ
の
よ
う
な
情
報
収
集
の
最
前
線

と
考
え
ら
れ
る
気
象
台
を
視
察
す
る
と
い

う
企
画
を
今
回
立
て
ま
し
た
。
訪
問
し
た

か
ら
と
言
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
詳
し

く
教
え
ら
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
こ
れ
ま
で

の
疑
問
が
氷
解
す
る
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
何
が
し
か
の
知
識
は
得
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
何
も
し
な
い
で
分
か
ら
な

い
と
悩
ん
で
い
る
よ
り
は
良
い
…
…
の
で

は
。
ど
う
で
す
か
、
皆
様
も
、
一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
つ
い
先
日
、
中
国
天
津
で

工
場
が
爆
発
し
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
い
き
な
り
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
現
場
は
ま
だ
危
険
な
状
態
で

報
道
関
係
者
も
規
制
さ
れ
て
い
る
の
か
詳

し
い
状
況
が
伝
わ
っ
て
は
来
ま
せ
ん
が
、

大
事
で
な
い
の
を
祈
る
と
と
も
に
、
我
々

も
、
経
済
性
な
ど
を
優
先
さ
せ
安
全
管
理

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
大
き
な
災
害
に
繋

が
る
危
険
性
が
高
ま
る
の
だ
と
、
今
一
度

心
を
戒
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
が

国
が
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
」
と

揶
揄
さ
れ
た
り
、「
公
害
」
に
住
民
が
苦

し
ん
だ
り
し
た
の
は
つ
い
こ
の
間
の
こ
と

で
、
今
で
も
そ
の
後
遺
症
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
し
、他
人
事
で
も
な
い
の
で
す
。ち
ょ
っ

と
良
く
な
る
と
悪
か
っ
た
昔
の
こ
と
を
す

ぐ
に
忘
れ
る
の
が
人
の
常
、
忘
れ
る
の
も

時
に
は
大
切
で
し
ょ
う
が
、
初
心
を
大
切

に
す
る
の
が
防
災
に
は
欠
か
せ
な
い
事
な

の
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
無
事
を
お
祈
り

し
ま
す
。

（
８
月
21
日
寄
稿
）

○
２
部
会

　
・
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
・
佐
々
木
塗
料
株
式
会
社

　
・
サ
ン
ク
ス
八
戸
高
館
店

　
・
株
式
会
社
ラ
イ
ケ
ッ
ト

　
・
ロ
ー
ソ
ン
八
戸
沼
館
一
丁
目
店

　
・
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
八
戸
湊
高
台

　
・
株
式
会
社
金
正
堂
本
店

○
３
部
会

　
・�

医
療
法
人
ス
マ
イ
ル
ク
リ
エ
イ
ト

　
　
根
城
よ
し
だ
歯
科

　
・
社
会
福
祉
法
人
ぶ
さ
ん
会
柿
の
木
苑

　
・�

社
会
福
祉
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
虹

　
・
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　
　
ち
ょ
う
じ
ゃ
様
の
宿

　
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
陽
だ
ま
り
の
彩
苑

　
・
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ほ
お
ず
き

○
５
部
会

　
・
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
青
森
株
式
会
社
根
城
店

　
・
北
日
本
計
装
株
式
会
社

○
６
部
会

　
・
エ
イ
ト
技
術
株
式
会
社

○
五
戸
部
会

　
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
つ
く
し

　
・
有
限
会
社
榮
晃

○
お
い
ら
せ
部
会

　
・
日
本
フ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー
株
式
会
社

　
　
青
森
工
場

○
自
衛
消
防
専
門
部
会

　
・
石
油
防
災
株
式
会
社

　
　
八
戸
防
災
事
業
所

　
　
　
　
平
成
27
年
８
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　
　
　
総
会
員
数
９３４
事
業
所

平
成
27
年
度
加
入

新
規
事
業
所
紹
介

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
長

　細
　越
　敬
一
郎

ご

　挨

　拶

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
私
こ
と
、
平
成
27
年
４
月
１
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
消
防
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　
職
責
の
重
大
さ
を
思
い
、
身
の
縮
む
思

い
で
あ
り
ま
す
が
、課
せ
ら
れ
た
任
務
は
、

瞬
時
の
停
滞
も
許
さ
れ
な
い
も
の
と
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
就
任
か
ら
６
か
月
、
当
広
域
管
内
で
は

大
規
模
な
災
害
も
無
く
経
過
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
我
々
消
防
の

究
極
の
目
標
で
あ
る
『
住
民
生
活
の
安
全

確
保
』
の
た
め
、
職
員
一
同
そ
の
使
命
達

成
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
広
島

に
お
け
る
大
規
模
な
土
砂
災
害
、
火
山
災

害
と
し
て
は
戦
後
最
悪
の
惨
事
と
な
っ
た

長
野
・
岐
阜
に
お
け
る
御
嶽
山
噴
火
の
ほ

か
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、
地
震
・
集
中

豪
雨
・
台
風
・
竜
巻
の
発
生
等
、
自
然
災

害
が
猛
威
を
振
る
い
、
地
域
住
民
は
大
き

な
不
安
を
感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
広
域
管
内
で
は
東
日
本
大
震

災
か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
震
度
４
程
度
の
地
震
が
断
続
的
に
発

生
し
て
お
り
、
大
地
震
に
対
す
る
住
民
の

不
安
は
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
安
全
・
安
心
」

に
対
す
る
住
民
の
関
心
は
、
一
段
と
高
ま

り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
多
発
す
る
大
規
模
災
害
等
に

対
応
す
る
為
に
は
、
消
防
力
の
強
化
の
み

を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
同
時
に
地
域
の

防
災
力
を
総
合
的
に
強
化
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。

　
貴
協
会
は
、
創
立
当
初
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
組
織
を
挙
げ
て
様
々
な
防
災
活
動

を
繰
り
広
げ
、
地
域
の
「
安
全
・
安
心
」

に
多
大
な
功
績
を
残
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
当
消
防
本
部
は
、
皆
様
と
共
に

数
々
の
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
近
年
の
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
地
域
ぐ

る
み
の
強
固
な
防
災
体
制
を
目
指
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
皆
様
に
は
、
八
戸
広
域

消
防
に
ま
す
ま
す
の
御
支
援
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

3

１
　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

　
⑴
住
宅
用
火
災
警
報
器
寄
贈
設
置

　
⑵�

電
気
・
水
道
、
燃
焼
器
具
設
備
等

の
点
検
修
理

２
　
防
火
防
災
思
想
普
及
事
業

　
⑴�

火
災
予
防
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
製

及
び
配
布

　
⑵
各
種
防
火
チ
ラ
シ
作
成
及
び
配
布

３
　
研
修

　
⑴
消
防
用
設
備
等
の
研
修

　
⑵
各
種
施
設
等
の
見
学

　
⑶
講
演
会
の
開
催

　
⑷�

消
火
訓
練
の
実
施
及
び
各
種
訓
練

へ
の
参
加

　
⑸
救
命
講
習
の
実
施

　
⑹
防
災
士
の
養
成
及
び

　
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

４
　
機
関
紙
の
発
行

５�

　
消
防
関
係
資
格
取
得
講
習
会
等
の

　
後
援
及
び
情
報
提
供

　
⑴�

防
火
管
理
者
新
規
講
習
会
の
後
援

及
び
実
施
の
周
知

　
⑵
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
後
援

　
⑶�

消
防
設
備
士
試
験
、
事
前
講
習
会

等
の
情
報
提
供

６�

　
幼
年
・
少
年
・
女
性
消
防
ク
ラ
ブ

　
の
育
成
援
助

７
　
加
入
促
進
事
業
の
推
進

平
成
27
年
度

事
業
計
画

会
　
長
　
　
大
　
黒
　
裕
　
明

副
会
長
　
　
福
　
澤
　
光
　
雄

　
　
　
　
　
工
　
藤
　
美
　
登

　
　
　
　
　
田
名
部
　
喜
　
栄

　
　
　
　
　
椛
　
沢
　
幸
　
苗

　
　
　
　
　
小
　
野
　
十
三
宏

　
　
　
　
　
豊
　
山
　
周
　
二

　
　
　
　
　
齊
　
藤
　
　
　
浩

　
　
　
　
　
北
　
向
　
幸
　
吉

　
　
　
　
◎
金
　
　
　
正
　
夫（
新
任
）

理
　
事
　
　
奥
　
田
　
マ
サ
子

　
　
　
　
　
新
井
山
　
　
　
光

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
隆
　
治

　
　
　
　
　
加
　
藤
　
芳
　
代

　
　
　
　
　
長
谷
地
　
洋
　
一

　
　
　
　
　
李
　
澤
　
隆
　
聖

　
　
　
　
　
田
　
頭
　
正
　
嗣

　
　
　
　
　
栁
　
谷
　
利
　
通

　
　
　
　
　
平
　
野
　
　
　
薫

　
　
　
　
　
島
　
浦
　
千
　
晴

　
　
　
　
　
中
　
野
　
喜
代
芽

　
　
　
　
　
太
　
田
　
欣
一
朗

　
　
　
　
　
石
　
井
　
広
　
幸

　
　
　
　
　
高
　
橋
　
清
　
隆

　
　
　
　
　
山
　
子
　
則
　
男

　
　
　
　
　
小
　
川
　
洋
一
郎

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
智
　
之

　
　
　
　
　
中
　
里
　
政
　
廣

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
敏
　
治

　
　
　
　
◎
下
　
舘
　
幸
　
作（
新
任
）

　
　
　
　
◎
田
　
端
　
民
　
夫（
新
任
）

監
　
事
　
　
馬
　
渡
　
淳
　
維

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
準

　
　
　
　
◎
平
　
内
　
　
　
裕（
新
任
）

参
　
与
　
　
野
　
澤
　
俊
　
雄

　
　
　
　
　
鳥
谷
部
　
富
　
子

　
　
　
　
※
　
◎
は
、新
任
役
員
で
す
。

平
成
27
年
度

役
員
紹
介

　
去
る
５
月
２０
日
㈬
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
２
階
『
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
』
に
お

い
て
、
会
員
１０２
名
出
席
の
も
と
、「
平

成
２７
年
度�

八
戸
地
域
防
災
協
会
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
音
楽
講
師
の
坂
本

利
枝
子
様
か
ら
「
八
戸
地
域
防
災
協
会

の
歌
」
を
御
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
大
黒
会
長
が
議
長
を
務

め
、
事
務
局
か
ら
「
平
成
２６
年
度
事
業

結
果
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
」、「
平

成
２７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）」
を
説
明
し
承
認
・
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
山
岸
武
男
副
会
長
・
豊
川
雅

昭
理
事
・
木
村
治
監
事
、
３
名
の
役
員

辞
任
に
伴
い
欠
員
補
充
と
し
て
、
新
役

員
に
金
正
夫
副
会
長
・
下
舘
幸
作
理
事
・

田
端
民
夫
理
事
・
平
内
裕
監
事
の
４
名

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
役
員
紹
介
の
後
、
辞
任
さ
れ
た
、

山
岸
武
男
副
会
長
と
木
村
治
監
事
の
２

名
に
、
こ
れ
ま
で
の
協
会
の
発
展
に
御

尽
力
さ
れ
た
御
功
労
を
称
え
、
協
会
か

ら
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
総
会
後
に
は
同
会
場
に
お
い

て
、
多
く
の
来
賓
を
招
待
し
て
の
懇
談

会
が
行
わ
れ
、
盛
会
裏
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

平成２７年度定時総会開催
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１
　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

　
⑴
住
宅
用
火
災
警
報
器
寄
贈
設
置

　
⑵�

電
気
・
水
道
、
燃
焼
器
具
設
備
等

の
点
検
修
理

２
　
防
火
防
災
思
想
普
及
事
業

　
⑴�

火
災
予
防
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
製

及
び
配
布

　
⑵
各
種
防
火
チ
ラ
シ
作
成
及
び
配
布

３
　
研
修

　
⑴
消
防
用
設
備
等
の
研
修

　
⑵
各
種
施
設
等
の
見
学

　
⑶
講
演
会
の
開
催

　
⑷�

消
火
訓
練
の
実
施
及
び
各
種
訓
練

へ
の
参
加

　
⑸
救
命
講
習
の
実
施

　
⑹
防
災
士
の
養
成
及
び

　
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

４
　
機
関
紙
の
発
行

５�

　
消
防
関
係
資
格
取
得
講
習
会
等
の

　
後
援
及
び
情
報
提
供

　
⑴�

防
火
管
理
者
新
規
講
習
会
の
後
援

及
び
実
施
の
周
知

　
⑵
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
後
援

　
⑶�

消
防
設
備
士
試
験
、
事
前
講
習
会

等
の
情
報
提
供

６�

　
幼
年
・
少
年
・
女
性
消
防
ク
ラ
ブ

　
の
育
成
援
助

７
　
加
入
促
進
事
業
の
推
進

平
成
27
年
度

事
業
計
画

会
　
長
　
　
大
　
黒
　
裕
　
明

副
会
長
　
　
福
　
澤
　
光
　
雄

　
　
　
　
　
工
　
藤
　
美
　
登

　
　
　
　
　
田
名
部
　
喜
　
栄

　
　
　
　
　
椛
　
沢
　
幸
　
苗

　
　
　
　
　
小
　
野
　
十
三
宏

　
　
　
　
　
豊
　
山
　
周
　
二

　
　
　
　
　
齊
　
藤
　
　
　
浩

　
　
　
　
　
北
　
向
　
幸
　
吉

　
　
　
　
◎
金
　
　
　
正
　
夫（
新
任
）

理
　
事
　
　
奥
　
田
　
マ
サ
子

　
　
　
　
　
新
井
山
　
　
　
光

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
隆
　
治

　
　
　
　
　
加
　
藤
　
芳
　
代

　
　
　
　
　
長
谷
地
　
洋
　
一

　
　
　
　
　
李
　
澤
　
隆
　
聖

　
　
　
　
　
田
　
頭
　
正
　
嗣

　
　
　
　
　
栁
　
谷
　
利
　
通

　
　
　
　
　
平
　
野
　
　
　
薫

　
　
　
　
　
島
　
浦
　
千
　
晴

　
　
　
　
　
中
　
野
　
喜
代
芽

　
　
　
　
　
太
　
田
　
欣
一
朗

　
　
　
　
　
石
　
井
　
広
　
幸

　
　
　
　
　
高
　
橋
　
清
　
隆

　
　
　
　
　
山
　
子
　
則
　
男

　
　
　
　
　
小
　
川
　
洋
一
郎

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
智
　
之

　
　
　
　
　
中
　
里
　
政
　
廣

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
敏
　
治

　
　
　
　
◎
下
　
舘
　
幸
　
作（
新
任
）

　
　
　
　
◎
田
　
端
　
民
　
夫（
新
任
）

監
　
事
　
　
馬
　
渡
　
淳
　
維

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
準

　
　
　
　
◎
平
　
内
　
　
　
裕（
新
任
）

参
　
与
　
　
野
　
澤
　
俊
　
雄

　
　
　
　
　
鳥
谷
部
　
富
　
子

　
　
　
　
※
　
◎
は
、新
任
役
員
で
す
。

平
成
27
年
度

役
員
紹
介

　
去
る
５
月
２０
日
㈬
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
２
階
『
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
』
に
お

い
て
、
会
員
１０２
名
出
席
の
も
と
、「
平

成
２７
年
度�

八
戸
地
域
防
災
協
会
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
音
楽
講
師
の
坂
本

利
枝
子
様
か
ら
「
八
戸
地
域
防
災
協
会

の
歌
」
を
御
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
大
黒
会
長
が
議
長
を
務

め
、
事
務
局
か
ら
「
平
成
２６
年
度
事
業

結
果
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
」、「
平

成
２７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）」
を
説
明
し
承
認
・
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
山
岸
武
男
副
会
長
・
豊
川
雅

昭
理
事
・
木
村
治
監
事
、
３
名
の
役
員

辞
任
に
伴
い
欠
員
補
充
と
し
て
、
新
役

員
に
金
正
夫
副
会
長
・
下
舘
幸
作
理
事
・

田
端
民
夫
理
事
・
平
内
裕
監
事
の
４
名

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
役
員
紹
介
の
後
、
辞
任
さ
れ
た
、

山
岸
武
男
副
会
長
と
木
村
治
監
事
の
２

名
に
、
こ
れ
ま
で
の
協
会
の
発
展
に
御

尽
力
さ
れ
た
御
功
労
を
称
え
、
協
会
か

ら
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
総
会
後
に
は
同
会
場
に
お
い

て
、
多
く
の
来
賓
を
招
待
し
て
の
懇
談

会
が
行
わ
れ
、
盛
会
裏
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

平成２７年度定時総会開催
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加
賀
さ
ん
と
大
館
さ
ん
の
二
人
は
現

在
、
八
戸
工
業
大
学
第
一
高
等
学
校
３

　
林
さ
ん
は
、
平
成
２６
年
に
八
戸
地
域

防
災
協
会
主
催
で
開
催
し
た
「
防
災
士

養
成
講
座
」
を
受
講
し
、
災
害
は
、
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
日

頃
か
ら
災
害
を
想
定
し
た
準
備
し
て
お

く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
各
種
災
害
に
応
じ
た
訓
練

の
重
要
性
を
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
気
を
引
き
締
め
て
会
社
で
の
訓
練
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
の
力
強
い
発
表

で
し
た
。
　
　
　
　
　

年
生
で
少
年
消
防
ク
ラ
ブ(

高
校)

の

一
員
と
し
て
校
内
の
み
な
ら
ず
、
地
域

の
防
災
に
対
し
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
発
表
は
、
二
人
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、
前
半
は
消
防
ク
ラ
ブ
活
動
の
概

要
と
今
後
の
計
画
を
加
賀
さ
ん
が
発
表

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
大
館
さ
ん
に
交
代
し
、
震
災

時
に
お
け
る
日
本
人
の
絆
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意
気
込
み
を
述
べ
た

内
容
で
し
た
。

　
石
井
さ
ん
は
、平
成
２６
年
１０
月
２
日
・

３
日
の
二
日
間
、
八
戸
地
域
防
災
協
会

主
催
の
視
察
研
修
に
参
加
し
、
宮
城
県

内
の
被
災
地
や
震
災
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
案
内

人
を
務
め
た
方
の
「
天
災
は
非
常
に
痛

ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
残

さ
れ
た
人
々
が
、
そ
の
後
、
ど
う
す
る

か
が
何
よ
り
大
切
で
す
。」
と
い
う
言

葉
が
、
強
く
心
に
残
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
災
害
に
限
ら
ず
、
課
題
解

決
に
必
要
な
も
の
は
、
独
り
よ
が
り
で

は
な
い
従
事
す
る
者
全
員
の
一
体
感
が

な
け
れ
ば
上
手
く
い
か
な
い
と
の
発
表

で
し
た
。

第７回 防災意見発表会第７回 防災意見発表会

　定時総会に先立って、「第７回防災意見発表会」が八戸プ
ラザホテル２階「桜の間」において開催されました。
　会員８９名が会場入りした中、会員事業所から２名、少年消
防クラブ（高校）２名、消防職員１名、計５名の方が防災に
関する発表を行いました。
　少年消防クラブ（高校）の活動、防災士としての役割、八
戸地域防災協会視察研修に参加しての感想、窒息死の予防対
策法など、発表者の体験、感想等様々な提言に、出席した多
くの会員から大変参考になったとの声が上がりました。
　終了後、細越消防長からは、「本日、ここにお集まりの皆
様が、今後、職場はもとより地域、そして家族に防災意識を
広げていただくことをご期待申し上げます。」と講評をいた
だきました。

「
消
防
ク
ラ
ブ
の

　活
動
に
つ
い
て
」

八戸液化ガス
株式会社

学校法人臨研学舎
東北メディカル学院

三戸消防署
福地分遣所　消防士

林　　卓也さん

石井　啓利さん

関川　貴秋さん

八戸工業大学第一高等学校

加賀　　丞
じょう

さん大館　拳
けん

斗
と

さん

　
消
防
職
員
の
関
川
さ
ん
は
、
平
成
２７

年
２
月
２０
日
、青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
、

消
防
職
員
意
見
発
表
会
の
青
森
県
大
会

に
八
戸
消
防
本
部
の
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
死
亡
原
因
の
１
位
が
平
成
２０
年
か

ら
窒
息
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
食
事
中

に
食
べ
物
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
死
亡
し
た

救
急
事
案
を
体
験
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
族
や
知
人
を
含
め
た
ほ

と
ん
ど
の
人
が
、
対
処
法
を
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
驚
き
、
ど
う
し
た
ら
窒

息
死
が
な
く
な
る
か
を
考
え
、
料
理
教

室
と
救
急
教
室
の
一
本
化
を
提
案
し
た

発
表
で
し
た
。

「
防
災
士
養
成
講
座
を

　受
講
し
て
」

「
視
察
研
修
に
参
加
し
て
」
「
命
を
救
う
料
理
教
室
」
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平
成
２７
年
度
の
防
火
管
理
に
関
す
る

資
格
取
得
講
習
会
が
、
消
防
本
部
５
階

の
研
修
室
に
お
い
て
、
６
月
１６
日
・
１７

　
今
年
も
「
種
差
少
年
自
然
の
家
」
に

お
い
て
、
７
月
２２
日
㈬
か
ら
２
泊
３
日

の
日
程
で
実
施
し
た
当
該
研
修
会
は
、

各
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
か
ら
６４
名
の
ク
ラ

ブ
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
３８
回
を
数
え
る
こ
の
研
修
会

は
昭
和
５３
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
を
含

め
２
，
４
６
１
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

　
防
災
意
識
を
育
む
目
的
で
実
施
し
て

い
る
こ
の
研
修
は
、
各
々
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
協
調
性
や
指
導
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
火
災
予
防
に
関
す
る
防
災

講
話
を
始
め
、
災
害
時
の
状
況
判
断
・

価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
各
班
ご
と

日
と
７
月
７
日
・
８
日
の
各
二
日
間
、

計
２
回
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の

防
火
対
象
物
は
、
防
火
管
理
の
資
格
を

有
す
る
者
を
防
火
管
理
者
と
し
て
定
め

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
講
習
会
は

そ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の

で
、
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
が
主
催
、
当
協
会
が
後
援

と
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
甲
種
の
み
実
施
し
た
今
回
の
講
習
会

で
は
、
計
３７３
名
の
方
が
防
火
管
理
の
資

格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
資
格

　
今
年
も
９
月
の
初
め
に

五
戸
ま
つ
り
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
御
存
じ
の
方
も
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

五
戸
町
消
防
団
員
と
五
戸

消
防
署
員
で
協
力
し
「
防

火
虎
舞
」
と
い
う
形
で
例

年
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
す
。

　
形
と
し
て
は
、
虎
舞
の
後
ろ
に
火
消

し
纏
絵
、
さ
ら
に
こ
の
後
ろ
に
ミ
ニ
扇

ね
ぷ
た
山
車
を
運
行
し
て
防
災
・
防
火

を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
、
最
後
尾
の
ミ
ニ

に
火
災
・
救
急
事
案
等
を
考
え
、
そ
の

対
応
を
寸
劇
と
し
披
露
す
る
ス
タ
ン
ツ

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
は
、
こ
の
目
的
に
賛
同
し
後

援
し
て
お
り
、
大
黒
会
長
か
ら
励
ま
し

を
取
得
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
防
火
管
理
体
制
の
充
実
、
強
化
に
御

尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

の
言
葉
と
と
も
に
、
記
念
品
と
し
て
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入

り
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

会長あいさつ

会長からキャップ贈呈

記念集合写真

キャップをかぶり消火訓練

少年消防クラブ
リーダー研修会開催

（後援）

第
３８
回

少年消防クラブ
リーダー研修会開催

（後援）

防火管理に関する資格
取得講習会開催（後援）
防火管理に関する資格
取得講習会開催（後援）

扇
ね
ぷ
た
山
車
に
は
八
戸
地
域
防
災
協

会
の
ネ
ー
ム
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
八
戸
地
域
防
災
協
会
へ
の
加

入
促
進
も
考
え
、「
の
ぼ
り
旗
」
を
作

製
し
て
み
ま
し
た
。
作
成
し
た
本
人
が

言
う
の
も
何
で
す
が
、
見
た
目
は
な
か

な
か
上
出
来
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
番
の
お
祭
り
の
最
終
日

は
、
多
少
肌
寒
い
日
で
し
た
が
沿
道
の

観
客
か
ら
は
、
大
き
な
ご
声
援
を
い
た

だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
八
戸
地
域
防
災
協
会
五
戸

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
防
災
・
防
火
の
啓
発
、

さ
ら
に
八
戸
地
域
防
災
協
会
へ
の
加
入

も
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

五戸まつりで
加入促進活動を実施
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平
成
２７
年
度
の
防
火
管
理
に
関
す
る

資
格
取
得
講
習
会
が
、
消
防
本
部
５
階

の
研
修
室
に
お
い
て
、
６
月
１６
日
・
１７

　
今
年
も
「
種
差
少
年
自
然
の
家
」
に

お
い
て
、
７
月
２２
日
㈬
か
ら
２
泊
３
日

の
日
程
で
実
施
し
た
当
該
研
修
会
は
、

各
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
か
ら
６４
名
の
ク
ラ

ブ
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
３８
回
を
数
え
る
こ
の
研
修
会

は
昭
和
５３
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
を
含

め
２
，
４
６
１
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

　
防
災
意
識
を
育
む
目
的
で
実
施
し
て

い
る
こ
の
研
修
は
、
各
々
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
協
調
性
や
指
導
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
火
災
予
防
に
関
す
る
防
災

講
話
を
始
め
、
災
害
時
の
状
況
判
断
・

価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
各
班
ご
と

日
と
７
月
７
日
・
８
日
の
各
二
日
間
、

計
２
回
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上
の

防
火
対
象
物
は
、
防
火
管
理
の
資
格
を

有
す
る
者
を
防
火
管
理
者
と
し
て
定
め

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
講
習
会
は

そ
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の

で
、
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
が
主
催
、
当
協
会
が
後
援

と
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
甲
種
の
み
実
施
し
た
今
回
の
講
習
会

で
は
、
計
３７３
名
の
方
が
防
火
管
理
の
資

格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
資
格

　
今
年
も
９
月
の
初
め
に

五
戸
ま
つ
り
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
御
存
じ
の
方
も
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

五
戸
町
消
防
団
員
と
五
戸

消
防
署
員
で
協
力
し
「
防

火
虎
舞
」
と
い
う
形
で
例

年
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
す
。

　
形
と
し
て
は
、
虎
舞
の
後
ろ
に
火
消

し
纏
絵
、
さ
ら
に
こ
の
後
ろ
に
ミ
ニ
扇

ね
ぷ
た
山
車
を
運
行
し
て
防
災
・
防
火

を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
、
最
後
尾
の
ミ
ニ

に
火
災
・
救
急
事
案
等
を
考
え
、
そ
の

対
応
を
寸
劇
と
し
披
露
す
る
ス
タ
ン
ツ

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
は
、
こ
の
目
的
に
賛
同
し
後

援
し
て
お
り
、
大
黒
会
長
か
ら
励
ま
し

を
取
得
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
防
火
管
理
体
制
の
充
実
、
強
化
に
御

尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

の
言
葉
と
と
も
に
、
記
念
品
と
し
て
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入

り
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

会長あいさつ

会長からキャップ贈呈

記念集合写真

キャップをかぶり消火訓練

少年消防クラブ
リーダー研修会開催

（後援）

第
３８
回

少年消防クラブ
リーダー研修会開催

（後援）

防火管理に関する資格
取得講習会開催（後援）
防火管理に関する資格
取得講習会開催（後援）

扇
ね
ぷ
た
山
車
に
は
八
戸
地
域
防
災
協

会
の
ネ
ー
ム
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
八
戸
地
域
防
災
協
会
へ
の
加

入
促
進
も
考
え
、「
の
ぼ
り
旗
」
を
作

製
し
て
み
ま
し
た
。
作
成
し
た
本
人
が

言
う
の
も
何
で
す
が
、
見
た
目
は
な
か

な
か
上
出
来
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
番
の
お
祭
り
の
最
終
日

は
、
多
少
肌
寒
い
日
で
し
た
が
沿
道
の

観
客
か
ら
は
、
大
き
な
ご
声
援
を
い
た

だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
八
戸
地
域
防
災
協
会
五
戸

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
防
災
・
防
火
の
啓
発
、

さ
ら
に
八
戸
地
域
防
災
協
会
へ
の
加
入

も
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

五戸まつりで
加入促進活動を実施
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毎
年
恒
例
と
定
着
し
つ
つ
あ
る
三
戸

消
防
署
管
内
（
代
表
・
太
田
欣
一
朗
理

事
）
の
視
察
研
修
会
が
６
月
30
日
㈫
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
三
沢
市
が
舞
台
。
三
戸
地
区

の
会
員
24
名
、
三
戸
消
防
署
管
内
職
員

９
名
の
総
勢
33
名
が
参
加
し
、
バ
ス
で

三
戸
消
防
署
を
出
発
。
車
内
で
は
、
防

火
管
理
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、
三
沢

米
軍
基
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
三
沢
米
軍
基
地
に
到
着
す
る
と
、
基

地
消
防
隊
の
川
嶋
さ
ん
に
お
出
迎
え
し

て
い
た
だ
き
、
基
地
内
の
案
内
と
説
明

を
丁
寧
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。（
川
嶋

さ
ん
は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
で
す
。）

　
基
地
内
の
消
防
署
に
到
着
す
る
と
、

各
ブ
ー
ス
に
日
本
の
隊
員
の
方
が
付
き

指
令
室
、
仮
眠
室
、
食
堂
や
休
憩
室
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
広
さ
や
設

備
が
ア
メ
リ
カ
サ
イ
ズ
で
驚
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
消
防
車
両
に
体
験
搭
乗
、
呼

吸
器
な
ど
の
試
着
、
若
手
職
員
に
よ
る

着
装
（
米
国
の
新
人
隊
員
だ
そ
う
で

す
。）
や
出
動
態
勢
の
見
学
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
名

残
惜
し
い
ま
ま
集
合
写
真
を
撮
っ
て
帰

ろ
う
と
し
た
時
、
消
防
隊
の
最
高
責
任

者
、
消
防
隊
長
さ
ん
が
お
目
見
え
に
な

り
、
写
真
撮
影
に
参
加
、
さ
ら
に
ご
挨

拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
の
研
修
を
終
え
、
三
沢
市
内
の

飲
食
店
で
昼
食
を
と
り
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　
午
後
の
部
の
研
修
は
、
道
の
駅
み
さ

わ
の
中
に
あ
る
斗
南
藩
記
念
観
光
村
を

散
策
し
、
三
沢
の
歴
史
を
堪
能
し
ま
し

た
。（
斗
南
藩
記
念
観
光
村
で
の
写
真

撮
影
は
Ｎ
Ｇ
で
し
た
。）

　
今
回
の
研
修
で
は
、
三
沢
米
軍
基
地

内
の
消
防
隊
と
い
う
、
な
か
な
か
立
ち

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
の
見
学
と

い
う
こ
と
で
、
例
年
よ
り
参
加
者
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
に
取
り

　
お
い
ら
せ
消
防
署
管
内
の
視
察
研
修

会
を
８
月
21
日
㈮
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
お
い
ら
せ
町
の
明
神
山
公

園
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
建
設
中
と
の

こ
と
で
、
自
然
災
害
に
対
す
る
管
内
事

業
所
の
防
災
体
制
等
に
重
点
を
置
き
関

連
施
設
の
視
察
研
修
会
を
実
施
致
し
ま

し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
い
ら
せ
消
防

署
管
内
の
会
員
22
名
、
職
員
８
名
の
総

勢
30
名
が
参
加
し
、
バ
ス
で
お
い
ら
せ

署
を
出
発
、
八
戸
市
豊
洲
の
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
Ｊ
Ｘ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
ー
ビ

ス
㈱
八
戸
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
向
か

い
ま
し
た
。

　
移
動
中
の
車
内
で
は
、
防
災
に
関
す

る
各
種
研
修
を
ク
イ
ズ
形
式
で
行
い
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
好
評
で
し
た
。

　
八
戸
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
す

る
と
、
業
務
部
業
務
課
の
日
當
さ
ん
、

南
さ
ん
の
お
二
人
に
出
迎
え
て
い
た
だ

き
、
研
修
室
で
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て

工
場
の
概
要
説
明
が
あ
り
（
東
北
地
方

最
大
級
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
・
供
給
基
地
）

そ
の
後
、
質
疑
に
入
り
参
加
事
業
所
の

方
々
か
ら
津
波
対
策
、
安
全
対
策
等
に

関
す
る
質
問
が
積
極
的
に
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
次
に
、
バ
ス
で
工
場
内
の
施
設
説

明
を
丁
寧
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
っ
と
言
う
間
に
予
定
時
間
が
過
ぎ
、

集
合
写
真
を
撮
る
際
に
は
、
説
明
し
て

く
れ
た
お
二
人
も
快
く
写
真
撮
影
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
の
研
修
を
終
え
、
バ
ス
は
海
岸

線
を
南
下
し
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
指

定
を
受
け
た
種
差
海
岸
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
昼
食
を
と
り
、海
岸
を
散
策
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
八
戸
市
立
小
中
野
公

民
館
防
災
拠
点
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
予
定
時
間
に
到
着
し
森
館
長
さ
ん

の
出
迎
え
を
受
け
２
階
の
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
、
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
二
班
に
分
か

れ
建
物
の
構
造
、
機
能
等
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
備
蓄

倉
庫
室
の
見
学
で
は
、
非
常
食
の
保
管

期
間
、
何
人
分
の
備
蓄
を
予
定
し
て
い

る
の
か
、
各
居
室
の
使
用
方
法
等
、
こ

こ
で
も
積
極
的
な
、
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
予
定
時
間
と
な
り
公
民
館
前
に

て
、
集
合
写
真
を
撮
り
車
中
和
気
あ
い

あ
い
の
中
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
災

害
対
策
の
面
か
ら
防
火
・
防
災
に
携
わ

る
う
え
で
大
変
参
考
と
な
り
有
意
義
な

視
察
研
修
会
で
し
た
。

三
戸
消
防
署
管
内

視
察
研
修

お
い
ら
せ
消
防
署
管
内

視
察
研
修

組
む
者
と
し
て
「
国
境
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
を

改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も

有
意
義
な
視

察
研
修
で
し

た
。

消防隊司令室見学の状況

記念撮影

資器材の説明を聞いている状況 消防車体験乗車

空気呼吸器装着体験

小中野公民館記念写真

小中野　森館長概要説明

八戸ＬＮＧターミナル記念写真
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今
年
度
、
当
協
会
の
事
務
局
の
あ
る
消
防
本

部
予
防
課
の
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
下
舘
　
　
壽
（
課
長
）

　
川
守
田
和
彦
（
課
長
補
佐
）

　
三
浦
　
忠
則
（
副
参
事
兼
設
備
指
導
班
長
）

　
村
井
　
孝
雄
（
副
参
事
兼
保
安
調
査
班
長
）

◎
石
橋
　
博
幸
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
田
沢
　
孝
之
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
佐
々
木
隆
行
（
保
安
調
査
班
主
査
）

　
佐
々
木
拓
哉
（
設
備
指
導
班
）

　
門
前
　
祐
児
（
保
安
調
査
班
）

　
四
戸
　
一
保
（
予
防
査
察
担
当
）

　
大
南
　
正
彦
（
予
防
査
察
担
当
）

　
松
倉
　
敏
昭
（
予
防
査
察
担
当
）

　
澤
頭
　
　
均
（
予
防
査
察
担
当
）

◎
齊
藤
　
智
美
（
協
会
職
員
）

　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
　
◎
は
、
事
務
局
担
当

予
防
課
職
員
紹
介

　 平成２７年上半期の火災の発
生状況は、総出火件数が１０６件
で、前年同期と比べ２件増加と
なっている。
　 火災種別は、建物火災３８
件（前年同期比６件減）、林野火
災１６件（前年同数）、車両火災
４件（同３件減）、その他の火災
４７件（同１０件増）、船舶火災
１件（同１件増）となっている。
　 焼損棟数は、６１棟 ( 前年同
期比４棟減 )、り災世帯は３７
世帯（同６世帯増）、り災人員は
８２人（同１１人増）、死者は４
人（同３人増）で、負傷者は１９
人（同５人増）となっている。
　 損害額は１億４, ９２４万２千
円（前年同期比３, ５４５万円減）
となっている。

区　　　　　分 平成27年 平成26年 増　減
（A） （B） （A）−（B）

総出火件数 106 104 2

火
　
災
　
種
　
別

建 物 38 44 △6
林 野 16 16
車 両 4 7 △3
船 舶 1 1
航 空 機
そ の 他 47 37 10
焼損棟数（棟） 61 65 △4

程
　
　
度

全 焼 21 18 3
半 焼 6 2 4
部 分 焼 7 28 △21
ぼ や 27 17 10
り　災　世　帯 37 31 6

程
　
度

全 損 14 7 7
半 損 3 3
小 損 20 24 △4

り 災 人 員（人） 82 71 11
死 者（人） 4 1 3
負 傷 者（人） 19 14 5
建物焼損面積（㎡） 2,811 5,070 △2,259
建物焼損表面積（㎡） 176 503 △327
林野焼損面積（ａ） 462 845 △383
損害額（千円） 149,242 184,692 △35,450

種
　
　
　
別

建 物 118,090 165,695 △47,605
林 野 14,330 17,889 △3,559
車 両 203 1,043 △840
船 舶 16,329 16,329
航 空 機
そ の 他 290 65 225

平成２7年　上半期広域圏内の火災概況
△印は減少

(１月１日～６月３０日）
◇　火災発生状況　◇
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今
年
度
、
当
協
会
の
事
務
局
の
あ
る
消
防
本

部
予
防
課
の
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
下
舘
　
　
壽
（
課
長
）

　
川
守
田
和
彦
（
課
長
補
佐
）

　
三
浦
　
忠
則
（
副
参
事
兼
設
備
指
導
班
長
）

　
村
井
　
孝
雄
（
副
参
事
兼
保
安
調
査
班
長
）

◎
石
橋
　
博
幸
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
田
沢
　
孝
之
（
設
備
指
導
班
主
査
）

　
佐
々
木
隆
行
（
保
安
調
査
班
主
査
）

　
佐
々
木
拓
哉
（
設
備
指
導
班
）

　
門
前
　
祐
児
（
保
安
調
査
班
）

　
四
戸
　
一
保
（
予
防
査
察
担
当
）

　
大
南
　
正
彦
（
予
防
査
察
担
当
）

　
松
倉
　
敏
昭
（
予
防
査
察
担
当
）

　
澤
頭
　
　
均
（
予
防
査
察
担
当
）

◎
齊
藤
　
智
美
（
協
会
職
員
）

　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
　
◎
は
、
事
務
局
担
当

予
防
課
職
員
紹
介
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人（同３人増）で、負傷者は１９
人（同５人増）となっている。
　 損害額は１億４, ９２４万２千
円（前年同期比３, ５４５万円減）
となっている。

区　　　　　分 平成27年 平成26年 増　減
（A） （B） （A）−（B）

総出火件数 106 104 2

火
　
災
　
種
　
別

建 物 38 44 △6
林 野 16 16
車 両 4 7 △3
船 舶 1 1
航 空 機
そ の 他 47 37 10
焼損棟数（棟） 61 65 △4

程
　
　
度

全 焼 21 18 3
半 焼 6 2 4
部 分 焼 7 28 △21
ぼ や 27 17 10
り　災　世　帯 37 31 6

程
　
度

全 損 14 7 7
半 損 3 3
小 損 20 24 △4

り 災 人 員（人） 82 71 11
死 者（人） 4 1 3
負 傷 者（人） 19 14 5
建物焼損面積（㎡） 2,811 5,070 △2,259
建物焼損表面積（㎡） 176 503 △327
林野焼損面積（ａ） 462 845 △383
損害額（千円） 149,242 184,692 △35,450

種
　
　
　
別

建 物 118,090 165,695 △47,605
林 野 14,330 17,889 △3,559
車 両 203 1,043 △840
船 舶 16,329 16,329
航 空 機
そ の 他 290 65 225

平成２7年　上半期広域圏内の火災概況
△印は減少

(１月１日～６月３０日）
◇　火災発生状況　◇
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『宇宙の詰まった
　　　　小さな塊』

No.13

　
趣
味
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
え
ば
聞
こ
え
が
い
い
が
、

た
だ
落
ち
着
き
が
な
く
て
あ
れ
こ
れ
と
や
っ
て
み
て
は
次

に
行
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
ら
な
い
と
ば
か
り
に
、
目
に
つ
い
た
も
の
を
始
め
る
も

の
だ
か
ら
、
広
く
浅
～
い
知
識
と
、
た
く
さ
ん
の
道
具
だ

け
が
残
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
趣
味
と
思
っ

て
い
な
く
て
も
な
ん
と
な
く
好
き
な
の
か
な
？
と
い
う
気

持
ち
で
続
い
て
い
る
こ
と
、
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
や
め

ら
れ
な
い
、
趣
味
と
い
う
よ
り
、
も
う
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
な

の
で
は
、
と
最
近
思
い
始
め
た
趣
味
が
「
石
」
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
「
鉱
物
女
子
」
と
い
う
呼
び
名
も
あ
る
よ
う

で
、
石
好
き
の
女
子
の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
ん
な
名
も
な
い
昔
の
こ
と
。
私
が
石
集
め

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
確
か
小
学
生
ぐ
ら
い
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
確
か
な
記
憶
は
な
い
が
集
め
た
石
が
今
で

も
手
元
に
あ
る
。
ウ
ン
十
年
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

よ
ほ
ど
好
き
で
な
け
れ
ば
、
引
越
し
し
、
結
婚
し
、
ま
た

引
越
し
し
て
い
る
間
に
、
と
っ
く
に
捨
て
て
も
い
い
よ
う

な
ど
こ
に
で
も
あ
る
石
。
な
ぜ
捨
て
ず
に
と
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
？

　
遠
い
記
憶
の
中
で
い
つ
も
石
を
探
し
て
い
た
自
分
が
思

い
出
さ
れ
る
の
で
、
き
っ
と
好
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
鉱

物
の
本
を
見
る
の
も
好
き
で
あ
っ
た
。
少
し
知
恵
が
つ
い

て
く
る
と
宝
石
の
ペ
ー
ジ
を
見
る
の
が
好
き
に
な
り
、「
ど

こ
か
に
落
ち
て
い
な
い
の
か
な
？
」
と
夢
見
る
夢
子
で

あ
っ
た
。
も
う
少
し
ば
か
り
知
恵
が
つ
く
と
、
宝
石
と
は

そ
う
そ
う
落
ち
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
、
宝
石
は

取
れ
る
地
域
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
で
も
、
細
く
長
―
く
石
へ
の
愛
情
は
途
切
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
大
人
に
な
る
と
「
パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
」

が
欲
し
く
な
る
。
現
実
的
な
お
願
い
も
一
緒
に
で
き
る
と

あ
っ
て
、
石
好
き
に
は
一
石
二
鳥
と
く
る
。
そ
の
う
ち
、

買
う
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
つ
い
に
自
分
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
れ
る
よ
う
に
ス
ク
ー
ル
に
ま
で
通
う
よ
う
に
な

る
。
人
か
ら
見
れ
ば
や
り
す
ぎ
だ
と
思
う
よ
う
な
こ
と
で

も
、
つ
い
つ
い
や
め
ら
れ
ず
に
や
っ
て
し
ま
う
の
が
、
趣

味
の
力
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
ス
ク
ー
ル
に
は
当
然
、
同
様
に
石
の
好
き
な
人
が
集
ま

る
こ
と
に
な
る
。
日
常
で
は
あ
ま
た
に
共
感
を
得
ら
れ
る

も
の
で
も
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
趣
味
も
、

同
志
が
集
ま
る
と
語
っ
て
も
語
り
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
話
に

花
が
咲
く
。
私
な
ど
は
石
に
関
し
て
シ
ロ
ー
ト
も
い
い
と

こ
ろ
で
、
上
に
は
上
が
い
る
も
の
、
世
の
中
広
い
な
～
と

世
界
観
が
変
わ
っ
た
り
も
す
る
の
だ
。

　
今
で
は
、
好
き
が
高
じ
て
自
分
で
自
分
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
る
の
に
飽
き
足
ら
ず
、
職
員
の
誕
生
日
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
り
、
友
達
に
頼
ま
れ
て
作
っ
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
趣
味
な
ら
で
は
、
商
売
で
な
い

か
ら
と
に
か
く
楽
し
ん
で
や
れ
る
の
が
良
い
。

　
パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
と
い
え
ば
、
水
晶
が
有
名
だ
。
万
能

の
石
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
て
、
ほ
か
の
石
の
パ
ワ
ー
を

高
め
て
く
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
パ
ワ
ー
の
ほ
ど
は

各
自
の
判
断
に
お
任
せ
す
る
と
し
て
、
鉱
物
に
は
電
圧
を

か
け
る
と
一
定
の
周
期
で
規
則
的
に
振
動
す
る
も
の
が
あ

る
そ
う
だ
。
中
で
も
水
晶
は32768H

z

と
い
う
安
定
し

た
振
動
が
あ
り
こ
の
振
動
を
利
用
し
た
も
の
が
「
ク
オ
ー

ツ
時
計
」
と
い
う
ら
し
い
。
天
然
の
水
晶
は
振
動
が
微
妙

に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、
精
密
機
械
に
は
人
工
水

晶
を
使
う
と
も
。
八
戸
の
地
で
、
人
工
水
晶
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
八
戸
ポ
ー

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ
ち
に
も
、
大
き
な
人
工
水
晶
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
人
工
は
偽
物
、
と
思
っ
て
い
た
自
分

の
無
知
を
恥
じ
つ
つ
、
は
っ
ち
に
行
っ
た
ら
ぜ
ひ
タ
ッ
チ

し
て
水
晶
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
？
人
体
に
も
超
微
弱
電
流
で
は
あ
る
が
、
電
流
が
流
れ

て
い
る
。
そ
の
電
流
に
反
応
し
て
振
動
が
起
こ
っ
て
い
る

と
し
た
ら
、
パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
が
体
や
気
持
ち
に
何
ら
か

の
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
、あ
り
え
な
く
も
な
い
、と
思
っ

て
し
ま
う
。

　
最
近
の
私
の
ブ
ー
ム
は
、
久
慈
琥
珀
博
物
館
で
の
「
琥

珀
発
掘
体
験
」
で
あ
る
。
実
際
に
鉱
脈
の
あ
る
場
所
で
琥

珀
を
掘
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
度
目
は
全
く
だ
っ
た
が
、

二
度
目
は
コ
ツ
を
得
て
少
し
ば
か
り
琥
珀
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
厳
密
に
い
え
ば
琥
珀
は
樹
脂
で
あ
り
石
で
は

な
い
が
、
太
古
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
つ
つ
パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン

を
自
ら
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
も
、
石
好
き
に
と
っ
て
は
た

ま
ら
な
い
。

　
石
好
き
が
高
じ
る
と
、
自
分
で
掘
り
に
行
く
と
い
う
の

は
あ
る
話
だ
そ
う
だ
か
ら
、
私
も
い
よ
い
よ
趣
味
の
深
み

へ
足
を
踏
み
入
れ
た
の
か
も
？
い
や
い
や
、
鉱
物
、
石
と

検
索
エ
ン
ジ
ン
に
入
れ

た
だ
け
で
も
、
膨
大
な

本
が
検
索
さ
れ
る
。
私

の
知
ら
な
い
世
界
も
多

い
。
石
の
世
界
は
ま
だ

ま
だ
奥
深
い
。

　
石
の
成
り
立
ち
は
地

球
の
成
り
立
ち
に
も
つ

な
が
る
、
宇
宙
の
詰

ま
っ
た
小
さ
な
塊
を
手

に
、
今
日
も
楽
し
む
趣

味
の
世
界
で
あ
る
。

会員事業所紹介コーナー⑬
　石油防災株式会社八戸防災事業所は、昭和５０年
１２月（法律第８４号）に制定の石油コンビナート等
災害防止法によって指定があり、特別区域における共
同防災業務の運営管理を事業目的として、昭和５３年
１０月に設立されました。�
　法に基づく３点セット（大型高所放水車・大型化学
車・泡原液搬送車）を保有し、２４時間勤務体制で
万一の災害に備え、日夜訓練を重ねて関係会社各位の
期待に応えるべく努めております。
　防災資機材（消火器、消防ホース等）の販売もして
おりますので、詳しくは事業所に問い合わせください。

所在地：〒039-1161�八戸市大字河原木字宇兵エ河原10-5
TEL：0178(46)1727　FAX：0178(46)1738

石油防災株式会社　八戸防災事業所

認定こども園百石幼稚園
松　橋　恵　美副園長

手作りブレスレット

防災センター

防災訓練

昔
集
め
た
石
と
採
集
し
た
琥
珀


